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あらまし　我 々 は ， 台所に お け る調 理 活動の 支援に 注 目 して い る．料理 を上 手 に仕 上 げるためには，技術や用語 に 関

す る知識 だ けで な く，調理方法 に 関す る コ ツ が重 要 だ と考 え ら れ る．そ こ で，本 研 究 で は 大 量 の 料 理 レ シ ピ か ら コ ツ

を抽出 し，任意の 料理 レ シ ピの 調理手順に補足 して 提示す る こ とを 目指 し て い る．本報告で は ，料理 レ シ ピ の 補足情

報欄 か ら料理 の 味 に 関す る コ ツ を抽出す る 手法 に つ い て 検討 した 結果 を紹介す る，
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Abstract　We 　are 　focusing　on 　the　cooking 　support 　in　a　kitchen，　In　order 　to　cook 　well
，
　not 　only 　the 　knowledge 　on

techniques　and 　terms　but　also　tips　on 　the　cooking 　process　are 　important．　Therefore　we 　are 　aiming 　at 　supplementing

an 　arbitrary 　recipe 　with 　tips　mined 　from 　numerous 　cooking 　recipes ．　 In　this　report
，
　we 　describe　and 　evaluate 　a

method 　for　extracting 　tips　on 　ta8te　in　supplementary 　infor皿 ation 　of 　cooking 　recipes ．
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1． は じ め に

　近 年，情報 通信技術 に よ り家事 を支 援 す る技 術 に対す る需 要

が 高 ま っ て い る．我 々 は，そ の な か で も比 較的 IT 化 が 遅 れ て

い る台 所 に お け る調理 活 動 の 支 援 に注 目 して い る．一般 に，料

理 は 食材や 調理 方 法 に 関す る 豊富な知識や経験 を必 要 とす る．

料理 の 知 識 に は，技術や 用 語 に関 す る知 識 と上 手 に調理 す るた

めの 知 識 や経 験，い わ ば料 理 に 関す る
“

コ ツ
”

の 2 種類が ある

と考 え られ る．前者が 不足 する 場合に は，調 理 方法が 分 か らず，

失敗す る こ とが あ る．一
方，後者 が 不足 す る場 合 には ，成功 は

して も上 手 に仕 上 が らな い こ とが あ る．

　 前者 の 習 得 を支 援す る手 法 と し て，Hamada らは 料 理 番組 映

像 を料 理 レ シ ピ に お け る調 理 手順 に 対応 付 け，必要 な映 像 を見

な が ら調 理 で き る
“Happy 　CoQking”を開発 した ［1］．ま た，道

満 らは任意 の 料理 レ シ ピ の 調 理 動作に 料理 番 組映 像を細か く対

応付 け，提 示す る こ とで 調 理動 作 の 視 覚的 な理 解 を 可 能 とす る
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図 1　 コ ツ を補足 した料理 レ シ ピの 例

“Video　CooKing ”

を 開発 し た ［2］．ま た，志 土 地 らは 料 理 初心

者 を対 象 とし て，料理 レ シ ピ中の 分か りに くい 表現を補足 する

手法 を提 案 した ［3］．しか し，これ らの 手 法は 既に 料理 レ シ ピ に

書 かれ て い る内容 に 直接 関 わ る情 報 を補 足す る こ と しか で きな

い ．また，鈴木 らは食材上 に情報 を重畳 表示 す る調理 支援シ ス

テ ム を提案 した ［4］．こ の シ ス テ ム は具体的 な調理 方 法 を提 示 し

た うえで 実際 に 調 理 させ るこ とで 知識 と経 験 の 習 得 を支援す る

もの で あ る が ，コ ツ を 習 得 させ る もの で は な い ．

　 そ こ で ，本研究で は 料理 レ シ ピ 中の 各手順 に 関わ る コ ツ を補

足す る手法 を検 討 してい る．図 1 は玉 子焼 きを半 熟 にす る コ ツ

を手順 3 に補足 し た 料理 レ シ ピで あ る．こ の よ うに 補足す る と

注意 点 が明確 に な り，上手 に 調理 す る 方 法が 分 か る よ うに な る．

　任 意 の レ シ ピ に対 して コ ツ を補足 す るた め に は，大量 の 料 理

レ シ ピか ら似た 状況 に お ける コ ツ を収集する 必 要が ある．Web

上 の 料理 レ シ ピ 投稿 サイ トに は ，材 料，手順 等 の 情 報 の ほ か，

補足情 報欄 が あ り，コ ツ が 記載 され る こ と が 多い ．本 研 究で は

こ れ を利用す るこ とに した が，補足 情報欄に 記述 され る コ ツ に

は様 々 な もの が あ る．我 々 は こ れ を 以 下 の 4 種 類 に 分 類 した：

1）調理 手順 に直 接 関わ り，料 理 の 仕 上 が りを左 右す る 味に 関す

る 記 述，2）食材 の 置き換 え に 関す る 記述 ，3）料理 の 保 存 方 法

に関す る記 述，4）その 他 の 記述．こ の うち，調理 手 順 を直接 補

足す るの に 適 し た もの は，味に 関す る コ ツ で あ る．そ こ で，本

報 告 で は 補 足 情報 欄 か ら料理 の 味 に 関す る コ ツ を抽 出す る手 法

にっ い て 検 討 し た 結 果 に つ い て紹 介す る．

2． 提 案 手 法

　提案 手 法 は，学習 段 階 と識別 段 階 か らな り，ナ イーブ Bayes

分類器 を 用 い る こ と で ，補足 情報 欄 の 記 述 を 味 に 関す る コ ツ と

そ の他 の 記述 に 分類す る．こ こ で ，ナ イーブ Bayes 分類器は，

各 ク ラス で あ る 特徴 が 出現 す る生起 確 率 と事前確 率 か ら事後 確

率 を求 め ，最 も事後確 率 が 高 い ク ラ ス に 推定す る 分 類器 で あ る．

　学習段 階で は，識 別器 構 築に向 けて ，学 習用 に用 意 した味 に

関す る コ ツ とそ の 他の 記 述を用 い て 生 起確率 と事前確率 を求め

る．本 手法 で は，調 理 動 作 の 前後 の 品詞 系 列 を 特徴 量 と した．

図 2 の よ うに 入 力 され た 文章を形 態素 解析 し，調 理 動作 を基 準

と した品 詞 系列 を抽 出 し，各 ク ラ ス で 系列 パ ターン の 生起確 率

を求 め る．また，事 前確 率 は学 習 に用 い た味に 関す るコ ツ とそ

の 他の 記述 の 比 率 とし た．

　識 別 段 階で は，学習段 階 と同様に，入力され た 文 章か ら品詞

系列 を 抽 出 す る．学 習段 階 で 得 られ た 各 品詞 系列 の 生起確 率 と

事前確率 を 用 い て 事 後確率 を 求 め，事 後確率 が 高い 方 の ク ラス

に 分 類す る．

　　m a と／か た く／な り！ます

食砺編。，穐羸瀟 ．基本形 詞

図 2　調理動作の 品詞系列の 抽出例 （前後 2 形態素の 場合）

表 1　実 験 結 果

手法 （品詞 系 列 パ タ
ーン ） 適合率 再現 率 F 値

提案手 法 1 （全 て使 用 ） 0．700 ．710 ．70

提案手 法 2 （前 2 ・後 2 の 場 合 〉 0．700 ．490 ．58

提案手 法 3 （前 1 ・後 2 の 場 合） 0．650 ．680 ．67

提案手 法 4 （前 2 ・後 1 の 場 合） 0．680 ．660 ．67

比較 手 法 （な し〉 0．580 ．920 ．71

3． 実 験

　ク ッ ク パ ッ ド
脚 〕

に 掲載 され て い る 料理 レ シ ピ の 補足 情報欄

か ら取 得 した記 述 に対 し，提 案手法 に よる味 に関す る コ ツ の 抽

出性能 を評価 し た．学習用 に は 味の コ ツ 568件，そ の 他 の 記

述 511 件を用い た．また，評価用に は そ れ らとは別 の 味の コ ツ

170 件，そ の 他 の 記述 222 件 を用 い た．

　調 理 動 作 の 前後 2形 態素，前 1 ・後 2 形態 素，前 2 ・後 1 形

態 素か ら得た 3 種類の 品詞系列 パ ター
ン に つ い て 生起確率を求

め，3 種 類 を組 み 合 わせ た 場合 と，個 別 に 事 後確 率 を求 めた 場

合で 評価 した ．比 較手 法は，調理 動作の 前後 2 形 態素の 品詞 か

ら個別 に 生起確率 を求 め る方法で 評価 し た．

　実験 結果 を表 1に示す．提案手 法 1 は提 案 手法 2−4 よ りも識

別精度が 高い ．特に ，前後 2 形態素の 品詞系列 は組み 合わせ が

膨 大 にな り，本 実 験 で 用 い た学 習データで は 生 起確 率 が 求 ま ら

な い 場 合が あ っ た が ，他 の 品詞 系列 を組み 合 わせ る こ とで 補 え

た た めで あ る と考 え られ る．また，提案手法は，比 較手 法よ り

適合率が 高 く，F 値 はほ ぼ同 じで あ っ た．本 研 究 で は大 量の 料

理 レ シ ピ か ら抽出す る こ と を 想定 し て お り，再 現 率 よ り も適 合

率 が高い 方 が望 ま しい た め，提 案手法の 有効性 を確認 し た．

4． ま　 と　 め

　本 報 告 で は，料 理 レ シ ピ 中の 調理 手 順に コ ツ を補足 する た め

に ， 補 足情 報欄 か ら味 に関 す る コ ツ を抽 出す る手 法 の 検討結果

につ い て 紹介 し た．今後 は，抽出性 能の 向上 に加え て，実際 に

料理 レ シ ピ に コ ツ を 補足 す る手 法を 検討す る 必 要 が あ る．
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〔注 1） ； ク ッ クパ ッ ド （株）：
“Cookpad ”

（http ：〃 coQkpad ．com ／）
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